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渡邊利道
連絡はいつも明け方に来る。ふるえる声をどこか遠くに聴き、日時をメモに書き留めてまた床に就く。なかなか眠れないと思っているうちに微睡み、不安な夢から目が覚めるともう真昼で、しんと沈んだ部屋で深海から浮かび上がったみたいに感じる。
睡眠不足が慢性的になっている。冷たい水で顔を洗い、ハムエッグと珈琲の朝食を摂る。喪服を着て家を出る。川のように振る舞っている国道沿いを歩きながらタクシーを探すが、今日にかぎって一台たりとも通らない。そのうちに道を逸れて橋の上にきた。
きらきらした反射を透かして魚が自由であるかのように水の中を滑っていく。
薄い青い空。風がひろびろと渡る。
もう深い秋だ。秋に死ぬなんて時節を気にしないあの人らしいといまさら苦笑が浮かぶ。するとタクシーが向こうからゆっくりあらわれ、手を伸ばすとすぐに停まった。ドアに注意。背もたれに押しつけられながら、行き先を運転手に告げる。驚くべきことに一度も赤信号に止められず北から左へとすいすい進んでゆくと、色とりどりの街中のあれこれがどんどん後景に引いていって緩やかに勾配が急になっていく。
あっという間に目的地に着く。砂利の音が耳障りに響き、鬱蒼と茂る森を背景にして屋敷が重く沈んで見える中に足取りも重く進んでゆく。革靴が汚れるなとうっすら思いながら道の端の白い花をつけた小さな草に目を止める。白い花の向こうに、リンゴのように赤い花もある。と、喪服を着た若い男に声をかけられ、連れられて門を過ぎると、まったくそれらしく用意されていない様子で屋敷はひっそり静まり返っており、だんだんと落ち着かない気分になってくる。人の気配がない。格子戸を開け、ふりかえらず若い男はずんずん進んでいくので上り框から廊下へと従いていくと、誰かが後ろで戸を閉める音がした。暗い廊下。こちらへと案内されたのは四畳ほどの狭い室で、一人床の間を背にふすまを意識しながら正座し、ただ待っている。式はどうなっているのか、伝言が間違っていたのか、それならばどうして予定されていたかのように迎えられたのか、訊きたいことは山ほどあったが口に出すのは躊躇われたし、なによりそのいとまもなく若い男は屋敷の奥に姿を消してしまう。どれほどの時間が経ったのか。ふすまが開いて、今度も喪服を着た女があらわれる。色の白い痩せた美人で、後添いにもらうもらわないでだいぶん揉めたという話を聞いたことがあり、ああこれが例の、と思いかけて恥ずかしさがこみ上げる。俯き加減に、あの人が呼んでいると告げるので、畳から立ちあがってふたたびその後を従いていく。廊下を歩く白い足袋の蹠が一瞬。しだいに解けるようにひたひたとぬるい気怠さが漂ってきて、周囲の暗さはいよいよ物の輪郭を朧にさせるほどに増し、心なしか足下が柔らかくなってきたようにさえ感じられる。ふすまが開けられる。波のように重い気配が廊下に雪崩れてくる。見ると座敷の中央に床がしつらえられていて、あの人が横になっていた。障子が燃えるように赤い。もう黄昏時になっているのだ。女が素早い身のこなしで座敷に入り、あの人の背中を抱き起こす。掛け布団が落ち痩せて水杙のようになった躯が見え着物の合わせ目から汚れた素肌も見え、見てはならぬものを見てしまったと思わず目を伏せた。ゆるゆる頸を振りながらこちらを見る。小さく落ち窪んだ眼窩の奥の意志的な光に吸い込まれそうな心地になるが、よくきたね、とどこか遠くの方から声が響き、それが自分に語りかけているあの人の声だと気づくのに少し時間がかかる。
どう答えてよいのかわからない。あなたが亡くなったと聞いたんですと言えというのか。どうして嘘などついて呼び出したのかと詰問するべきなのだろうか。
もっと近くにくるようにと促され、座敷に上がってその躯に顔を寄せる。まだ生きるのをやめていない瀕死のものにしかし確実にうっすら漂いはじめているあのにおいが鼻を衝く。あなたには悪いことをしたね、こんなことを言える義理ではないのだけれど、どうか頼まれてもらいたい。気がつくと彼を背中から支えている女の顔がすぐ近くにある。まるで三人で蝋燭に顔を近づけて暖をとっているみたいに。かぼそい老人の声が、訥々と、小さな火のように三人のあいだを流れる。どうか頼まれてくれないかね。そっと女が私の手をとって、病人の手を握らせる。耳のそばを女の唇が過っていく。こまったひとね。その瞳には同意を求めるような、共犯者同士とでもいったような親しみがある。苦笑すればいいのか、困惑すればいいのか、しかし神妙にしているよりほかになく、迷惑かね、と不安げに訊ねられれば、いったい何を頼まれているのかさっぱり理解していないのに、私はこう答えているのだ。
いいえ、いっこうに。
他人の畑で雑句ザク
仄暗い青春の底から
ドラゴン(松岡ヒロシ)
おしょうがつには~たこあげて~♪こぉ~まをまわしてあそびましょ~♪
あけましておめでとうございます。みなさまはどんなお正月を過ごしていらっしゃいますでしょうか。私はこれを去年書いているのですが、秋には仕事を辞めてしまいましたので、何かにつけて酒を飲みながら前の会社の悪口をブツブツ呟いていることと思います。
しかしまあ、一般的にお正月といえば親戚縁者が集まり、いやいや元気かどうもどうもとやり取りするのが、これがまた新年早々から忙しかったりしますよね。子供は子供でお年玉をもらうという一大イベントがありますので、大して用も無いのに来る大人来る大人の前にわざわざ現れては、それとなくお年玉を無心することに忙しかったりします。
お年玉の額が親戚の子より少なかったり、はたまた大人同士の会話に夢中なふりをされてお年玉がもらえなかったりすると、それはそれはもうネチネチと「いつも金持ってるくせに、あの人はケチだから信用できん」だの「タダ酒飲み来てるくせにお年玉くらいよこせや、このダボが」なんて、ずっと言っていたものです。この歳になってもまだ言っています。
挙句に「あっそうだ、あのおじさんの家行こうよ。元気かな?」などと、普段は顔を見ようとも思わない親戚の家に連れていけと親にねだる始末。今年のお小遣い貯金は、この正月で決まる!とばかりに、これっぽっちも持ち合わせていない一族への愛をアピールして、金策に奔走しました。
しかしお年玉なんていうのは、結局は親に「貯金しておくから」と取り上げられるものでもあります。ですので、子供ながらなんとか取り上げられないように誤魔化そうと努力はします。しかし、いつも優しく親切な近所の薄汚いおじ様やおば様から偶然もらえたお年玉なんかは、計算にない入金なものですから、三が日過ぎにプラモ屋で日東の「SF3D
ORIGINAL」の1/20アーマードスーツなんか買いこみ、結局は親にバレて叩かれるというのが、まあ私の新年恒例行事でした。
あゝお年玉……大人になれば新年早々から悩みのタネですね。
私が成人した当時というのは、バブル崩壊後の焼け野原。就職氷河期というやつです。自分の名前を漢字で書ければ入れてしまうような高校をなんとか卒業するような輩を雇うような受け皿なんてあるはずもなく、地元の工場もどんどん潰れていく中、見事に就職からあぶれてしまい、世間様の足元を漂流することとなりました。
社会に飛び出た当時の私は、短期のバイトも元気よく「めんどくせえなあ……」の一言で逃亡してしまう血気盛んな無気力状態でした。家賃を何カ月か溜め込んでも、知らぬ存ぜぬ無いものは無いの一点張りで、全く当時の私の純粋さがうらやましい限りです。
こんな生活を続けているものですから、自分が食うに困っているのに、普段会わない親戚のガキなんかに金なんぞ渡せるわけがありません。しかも上のほうの子は中学生くらいになってしまっています。「はい、あけましておめでとう」とポチ袋に500円玉を一枚コロンと入れて渡すわけにはいきません。やはり中学生くらいになると色々とわかってくる年頃ですので、後で親戚縁者中に何を言うやらわかりません。そこでサラ金などから借金をして「これ、お年玉」と鬼の形相で渡していたものです。
そのサラ金を返すために、また短期のバイトを掛け持ちしては逃亡する、お正月負債者として忙しい日々が今にして思えば青春でした。
まあマトモに働けばすぐに返せるのですが、その当時は何かこう自分を見つめる時間、といいますか、つまりは何もせず鼻くそをほじってただ単にゴロゴロしていました。たまに外に出かけるといっても、年明けにはホラー映画マニアのオヤジがやっているビデオ試写室に、「死霊のえじき」のエンディングについてダベりに行くくらいで、ホントにまあ人間の残りカスのような、その後も続く赤点人生の出発点でした。
そのカス人生当時、当然といえば当然なのですが、ますます家賃の支払いなんて遠のくわけでして、年明け早々に「家賃を払って下さい。困っています。大家」という貼り紙がバーンとおんぼろアパートのドアに貼られまして、こりゃ春から縁起がいいやと涙で新年が滲んだものです。
しかしまあ、先ほど言いましたが、まさかこの歳になって会社を辞めるとは思いませんでしたので、新年からこんなお話をすると縁起も悪いですし、今回はちょっと短めですが、これにておしまいに。
今年も皆さまにとって、より幸多き一年になりますように。
そして、私にとってもいい一年になりますように。かわいそうな私に、どなたかお年玉をくださいね。一年中受け付けております。
さて次号は、お話にも出てきた「ビデオ試写室の地獄爺」のお話です。お楽しみに。
凌聖愚遊<りょうせいぐゆう>28-29
弾射音
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おれは翌日朝一番に奈緒美に電話した。
「もしもし、白石です」
電話のときは、奈緒美は「誰?」とは言わない。ごく常識的な反応だ。
「おれだ」
しばしの沈黙。
それから、彼女はいきなり怒鳴りはじめた。
「何てことしたのよ! あんた、自分がしたこと、ちゃんとわかってるの?」
「そのつもりだ」
「よくもそんな冷静でいられるわよね。あたし、もうあんたとは会わない」
「ちょっと待て。今すぐそっちへ行く」
おれは電話を切って急いで着替え、クワトロで彼女のマンションに急行した。
「誰?」
おなじみのインターホンでの受け答え。
「おれだ」
インターホンの音声がプツリと切れる。上げないつもりなのかな。おれは思った。だが、すぐに玄関のドアが開いた。
「早く入って」
奈緒美がおれのTシャツを引っぱる。そのまま中に入った。
部屋に上がった途端、彼女は思いっきりおれの頬をひっぱたいた。
そして、両手で顔を覆って泣き崩れる。
「もういや。人殺しとはもう付き合えない」
おれは屈みこんで彼女の肩を抱いた。
「やめて」
「安心しろ。おれは目撃されていない。それに、おれは女装していた」
「そんなこと言ってるんじゃないのよ!」
彼女は大粒の涙を流す目でおれを真正面から見据えた。
「人殺しはいや。たとえ殺したのがヤクザでもいや。そんな人とは一緒にいたくない。その血だらけの手であたしの衣装に触ってほしくない」
「落ち着け」
「逃亡しなさいよ。そのうちに見つかるわよ。あたしはあんたを匿うつもりはない」
「だから、大丈夫だってば。対立する暴力団にしか捜査の手は及ばない」
「日本の警察は優秀よ。あんた、きっと捕まるわ。死刑になるわよ」
おれは笑った。
「大袈裟な」
奈緒美は泣きながら立ち上がった。
「出てって。もう顔も見たくない。殺人犯には加担できない。匿えない。出てって。今すぐ出てって」
「出てってと言ったって、お前がおれを引きずり込んだんだろう」
奈緒美は両手で拳を作り、おれの胸を殴りはじめた。
それから、急におれの胸に顔をうずめて泣きじゃくりはじめた。
「ほんとに大丈夫なの」
「大丈夫だ。なんならしばらく身を隠す」
「あたしは匿えないわよ」
「いいさ。いざとなったら、ヤバいことでも平気でやってくれる友達はいる」
奈緒美はおれの胸に顔をうずめて泣きながらまた座りこんだ。
「あんたを失いたくない」
「おれはいつでもお前のそばにいる」
「約束して。警察に捕まらないって」
「大丈夫だってば。しばらくは女装はしない」
おれは彼女の髪を優しく撫でた。
「でも、お前のモデルになるときは別だ」
奈緒美はおれを見上げた。おれはその唇にそっとキスをした。
「おもちゃはもう捨てて」
「それはだめだ。へたに処分したら足がつく」
「もう人殺しはしないで」
「わかったわかった」
「そばにいて。あんたを失いたくない。匿ってあげる。今のマンションを引き上げて、ここに引っ越して。もう一切外出しないで」
「仕事はどうするんだ」
「あたしがデザインで稼ぐから」
「ありがとう」
彼女は泣き止まなかった。そのまま、ずいぶん長い間抱きあっていた。
さて、次は洋子だ。
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「雅子ちゃん、あなた、いったい何者なの?」
休日に突然訪れたおれを見て、洋子は怯えた顔でおれに言った。おれはできるだけ神妙な顔をして部屋に上がり、ソファにかしこまって座って、浅川から取り返した札束をバッグから取り出した。
「はい。二百万円。それから、浅川さんが洋子さんから奪ったその他のお金も少しあります」
テーブルに置いた札束を、洋子は手に取ろうとしなかった。
「だけど」
洋子の手は震えている。
「浅川は死んだのよ。銃で撃たれたのよ。テレビのニュースでは、暴力団同士の抗争かもしれないと言っていた。しかも、雅子ちゃんを連れ去った夜に。スマホに電話しても出ないし。大丈夫だったの?」
「はい、すぐに解放されました」
おれは言った。ちょっと危ない雰囲気だ。嘘がばれるかな。おれはあの事件があった後、女用のスマホに着信があっても出なかった。警察の追及を逃れるためだった。だが、洋子はひどく心配したようだ。
「一体どういうことなの」
洋子が言った。
「何がどうなってるの?」
「あたしにはわかりません。ただ、探偵さんからお金を預かっただけです」
「その探偵さんが浅川を殺したの?」
「まさか」
おれは笑ったが、すぐに真顔に戻った。
「ごく普通の探偵さんです。ピストルを持っているわけないでしょう」
「でも」
「とにかく、これで一件落着です。あたしもこの事件には怖いものを感じていますが、探偵さんは安心していいと言っていました。だから、洋子さんも心配しないで。ちなみに、探偵さんの話によれば、洋子さんには警察の捜査は及ばないだろうということです」
「でも」
「いざとなったら、あたしが証言します。あたしとずっといたって」
「でも、あたしは榊原さんと一緒にいたのよ」
「榊原さんとの仲がばれたくはないでしょう。榊原さんのことは当てにしないでください」
そこで、洋子は言葉を失った。
「お金はそのままお納めください」
おれは微笑んで言った。
「あたしはお金のめどがつきましたから、二百万円は洋子さんにお返しします」
洋子は恐るおそる札束を手に取った。だが、すぐに手を離す。
「やっぱりこのお金は受け取れない。恐すぎる。雅子ちゃんが持ってて」
「そうはいきません。そうなると、探偵さんの努力が無駄になります」
「でも」
おれは黙って彼女を見つめた。彼女はうつむいたまま、必死に考え込んでいる。
「探偵さんはいい人です。暴力団の関係者ではありません。少なくとも、あたしはそう聞いてます」
「わからない。どうして浅川が殺されるのか、どうしてもわからない」
「あたしにもわかりません。あたしも怖いです」
「しかも、雅子ちゃんが連れ去られた後に」
「すぐに解放されましたから、そのあとのことはわかりません」
おれは言った。
「たぶん、あたしを解放した後に、探偵さんが接触したんじゃないかと思います」
「じゃあ、やっぱりその探偵さんが」
「そんなことはないです。きっと、犯人は別にいます」
「でも、どうしても納得できない」
「洋子さんは考え過ぎなんです。こういう風に考えてもいいんじゃないですか。浅川さんは罰が当たったんです。洋子さんを強請っていたから。洋子さん、もう浅川さんに苦しめられる必要はないんですよ」
「それはそうだけど」
「あたしも怖いんです。だけど、探偵さんが安心していいって言ってくれるんです。それとも、そんな探偵さんと知り合いのあたしも怖い人間だと思いますか?」
「そうじゃない。そうじゃないけど」
「それと、探偵さんが言っていました。不倫はよくないって。榊原さんと別れるべきだって」
「その探偵さん、そんなことまで言ってたの?」
「そうです。あたしも、不倫はよくないと思います。だから、榊原さんと別れてください」
「……わかった。あたしもそうしたほうがいいと思ってた。浅川に強請られて、半分仕方なしに付き合ってたから」
「よかった」
おれは天真爛漫な笑顔を浮かべる。
「でも、これと浅川の死とは別。何がどうなってるのか、どうしても知りたい」
「あたしにも詳しいことはわからないんです」
おれは真顔になった。
「でも、少なくとも探偵さんは殺してはいないと思います。たまたま、抗争事件が重なったんじゃないかと思います」
「でも、そんな偶然があるとは思えない」
「洋子さん」
おれは彼女の肩に手を掛けた。
「お願いですから、これ以上は詮索しないでください。探偵さんの立場もあります。探偵さんに警察の手が及ぶことを、洋子さんも望んでいないんじゃないですか?」
洋子はしばらく悩んだ後、首を縦に振った。
「よかった。これですべて丸く収まりましたね」
それでも、洋子は納得しない様子だった。
おれは立ち上がった。
「じゃあ、あたしは帰ります」
途端に洋子は切なそうな顔になった。
「もう行っちゃうの?」
「はい」
「でも、何も解決してないわよ」
「時間が解決します」
我ながら、くさい科白だと思ったが、後の祭りだ。
「それと、洋子さんに言わなきゃいけないことがあります」
「何?」
「あたしたち、もう会わないほうがいいと思うんです」
洋子の目が潤みはじめた。
「どういう意味?」
「あたし、考えたんです。あたしも悪かったって。キスだけ許して、あとはだめだって言って。洋子さんを期待させすぎました」
「だって、キスだけって約束したから、あたしはそれを守ったじゃないの」
「だから、それが良くなかったんです。それに、あんまりこういう関係を続けていると、あたしもそのうちに誘惑に負けて、一線を越えてしまうかもしれません」
洋子の頬に、涙が伝う。
「もう会えないの?」
「お互いにいつか冷静になったら、また会えるかもしれません」
洋子はがば、とおれに抱きついた。
「だめ。どうしても雅子ちゃんを諦めきれない」
「そんなことを言わないで」
おれは彼女の髪を撫でた。彼女は泣きながらおれの顔を見つめた。
「あたしは絶対に雅子ちゃんを忘れない」
「あたしも洋子さんは忘れません」
「最後にもう一度だけ、キスしたい」
「……わかりました」
おれは自分から唇を彼女の唇に近づけた。そのまま、そっと触れる。それから唇の奥を舐め、音を立てて吸い、そしておれのほうから舌を差し込んだ。彼女は一瞬目を開けたが、すぐにまた目を閉じておれの唇に吸いついた。彼女の全身から力がすっかり抜ける。
ずいぶん長いキスだった。やっと唇を離すと、彼女はトロリとした表情になっていた。
「雅子ちゃんって、こんなにキスが巧かったの?」
「まさか。洋子さんの真似をしただけです」
おれは笑った。
「もう行かないと」
「ちょっと待って。車まで送ってく」
おれたちは一緒にマンションを出た。路上駐車しているクワトロまで来ると、洋子はまた大粒の涙をこぼしはじめた。
「また会えるわよね」
「はい、いつかまた」
「これでおしまいじゃないわよね」
「キス友のことは諦めてください。どうか、いい男の人を見つけて、幸せな結婚をしてください。あたしも、今の彼氏と別れていい人を見つけますから」
おれは車に乗り込んだ。エンジンをスタートさせながら、榊原玲子に旦那と浮気相手が別れたと報告できそうだとぼんやり考えていた。これで、完全に一件落着だ。
車をゆっくりと発進させる。バックミラーには、おれの車が見えなくなるまでいつまでも見送る洋子の姿が映し出されていた。
【了】
【反重力飛行装置ベクターウィング】
反重力飛行装置、VWシリーズ、通称ベクターウィングは生物の電気信号を利用して操作する飛行機器。
当初は無人の空中静止観測装置などの生物とは無関係の機器の制御に活用される予定だったが、反重力飛行装置から発生する電磁波によって遠隔操作が困難になり、変わって有人操作に変更された。コンピュータなどによる人工知能による自立型も候補に挙がったが、そもそも遠隔でのブート、シャットダウンが出来ないので、早々に機体に人が乗り込む方法に決定された。試作機X-VW-1Bとして開発されたが、安定した出力を得るための規模と有害電磁波からの回避のために機体が大型化し、12機生産され、短い期間ではあったが天候観測などに利用された。
その後開発が進み、小型化に成功、人、あるいは他の生物に装着し、神経からの電気信号による制御を想定した計画に進化していった。
地球上の重力を自機から半径3メートル弱の空間において調節し、反発させることで浮遊する。その有効半径内であれば、装置に接続されていなくても浮遊することができる。有効半径の一番外周については能力の減衰が起きる。この症状については仕様とし、開発後期まで減衰は回避できなかった。
推進装置としての重力コントロールは未知数であり、飛行のためのシステムは高電圧による放電で推進力を得る、所謂イオンクラフトであり、出力よりも燃料効率の良さからくる飛行時間の長さを重要視されている。また重力コントロール中でしか起動できないため、浮遊と飛行にタイムラグが出る。これを自由落下によって克服するなど運用面での試行錯誤があったが、開発を継続する中でその差は極力少なくなっている。
【試製ベクターウィング】
型式番号はX-VW-2Aが割り当てられた。装着していたニワトリごと飛行実験中に行方不明になり、機体は失われ開発は一旦中止に追い込まれ、頓挫したかに思われたが、残された実験データから偶然に重力場の歪みをコントロールする方法を発見し、開発は再開した。次に開発されたのは初めて人体に接続する機体だった。しかし運用に支障をきたす大きさは思ったように改善されず、起動させなければ錘のような物体となっていた。この試製機はVW-2Bとなり、計三機製造された。
【先行量産型VW-1B】
電極を液化中性ガスにすることでコンパクト化と寿命を延ばすことに成功し、さらに人体への悪影響も軽減することができた。良いことづくめのようなものだったが、液化中性ガスの劣化問題が新たに発生し、一定期間ごとに交換が必須になっている。
最新のバリエーションの筐体は新素材の繊維で作られている。せん断力引っ張り力、耐火耐熱、耐薬品などの能力が高いが、低温に弱く、気温の低い高々度での飛行は想定されていない。
☆★☆
個人的な事情で対決シリーズが描けなかったため、手描きメカです。
年賀状は随分と描かなくなり、代わりにブログで謹賀新年イラストを描いていまして、今回のニワトリはそれです。これに屁理屈を付けたら一ネタどうにかでっちあがらんかしらんと目論んだら、思ったように文字数描けないし、書いた分だけ説明用に絵が無いと寂しくなったので描き足したり、なんだか却って面倒になりました。
次回もこのような体裁で続きます。
花心
つちやまさみ
1月
幸せを酉に
行きましょう
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
murbo/第26号の編集後記です。
表紙は前回に引き続き、大政奉還間もない日本で建てられた西洋風建築物です。言い訳じみた物言いは察していただけると幸いですw
見えない何がベットで一休みして帰るところを想定しています。ここで暮らしていた幼くして亡くなった子供かもしれませんし、全く異世界からの旅行者かもしれません。
渡辺哲也さんのkyo no mosoはお休みです。少年ジャンプだとこういう時何するんだっけ?渡辺先生に励ましのお便りを送ろう!だったかな?
そして今回から新しく渡邊利道さんが参加です。小さな出版でまさかのわたなべさんが二人。漢字違いなのが幸いですw
弾射音さんの凌聖愚遊は最終回!お疲れさまでした。
次回からは新しい連載が始まります。
ドラゴンさんのコラムは正月三が日に合わせた話題。プラモの選択がまさかのSF3D ORIGINAL。当時にしては高額でしたねw
ドラゴン/お疲れ様でした!SF3D ORIGINAL、当時高かったですよね…。ホビージャパンで連載されていた企画ものとは知らず、箱の完成写真がかっこよくて、ついつい大枚叩いて買ってしまいましたよ。
今回から渡邊さんがご参加されて、渡辺さんとお二方でツインワタナベさんエンジン搭載になりましたね。弾射音さんの連載も次回から新シリーズへ突入と、いやはやこれもまた楽しみですね。
murbo/SF3Dはコンセプトとして完成されていて、今でもリファレンスにしてる部分ありますよ。
あんまり気にしてなかったですけど、今号は結構変化ありますね。その割には渡辺さんはお休みしてるというw
僕は年賀イラストをそのまま載せております。ウチのニワトリは飛ぶんです。
あ、渡邊さんの既刊本も載せないといけないですね。次回から載せましょう。
ドラゴン/こちらの連載以外の渡邊さんの作品も読みたいですね。筆致がスリムなのに、ぎゅっと漂う不安感。本なんて最近は聖パイパン学園しか読まないような頭が悪い貧乏人の私にはたまりません。
ところで、空に生きるための機械、あれはどういった着想で生まれたのですか?未来的というよりパラレルワールドな世界観がグッときます。
murbo/渡邊さんの作品はパブーでも読めますよ。http://p.booklog.jp/users/wtnbt
空に~は、まず鶏ですね。年賀どうしようかと。みんな頓智の効いていたり、画力が高いので、俺はダメだ!もう奇をてらって飛ぶしかないと思って羽つけまして。それの説明を書いていたらああなりました。
未来やパラレルは考えていなかったです。改めて思うとSFは未来よりパラレルワールドを創造することが多いのかと思いました。
そんなこんなで、今年も皆さまよろしくお願いします。
北極大陸 第26号
2017年1月1日発行
編集、レイアウト/murbo
発行/電子パブ